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第6章 CG の誕生と日本への導入および発展 
第7章 不適合要因（1）：経営機関設計の違い 
第8章 不適合要因（2）：日米における会社観と組織観の違い 
第9章 最新の CG 制度改革動向とその経営的意義 
第10章 企業が持続的に成長するための要件 
－ 3 － 
 一瞥すれば分かる通り、本書の構成は前半の第 1 章から第 5 章が「株式会社設計思想」
の観点からの分析であり、続く後半の第 6 章から第 10 章は日本企業のガバナンス改革と
その問題点を指摘し、持続的成長に向けての提案がなされている。ここでは各章の概要を
順次見ていくことにする。 





90 年代以降に「株式会社設計思想」に大きな変化が生まれるのであるが、それは 2 章以降
で論じられる。 
  第 2 章は、最低資本金制度の導入と廃止のプロセスを跡づけることで、出資を絶対的な
基礎としてきた従来の会社設計思想が変化したことが論じられている。わが国の最低資本

















－ 4 － 
であるが、定款自治の拡大はその一方で特定の株主への権限強化に道を開くものであり、
これは会社の私的性格を許容する思想の台頭を意味する、と著者は指摘する。 

























  第 9 章は、主に 2008 年以降に打ち出されたガバナンス改革の動向とその経営的意義が
論じられている。政府、東証、経済界という 3 つの主体がそれぞれの方策を打ち出してお
り、それらの具体的な政策が紹介されている。主要な政策として打ち出されているのは①




























































































































－ 9 － 
  以上、疑問に思った点を率直に書かせてもらったが、それはガバナンス論を研究してき
た評者にとって本書から大いに教えられ、また触発される点が多々あったからである。本
書は、論理が明快で非常にわかりやすく、そしてまた日本企業の進むべき経営の方向性が
的確に示しており魅力的なガバナンス論の著作となっている。日本企業のガバナンスを学
ぶ人には是非とも読んでもらいたい一冊である。 
